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授業科目名 動物健康管理学実習 科目コード 2503030 

開講クラス 動物健康管理学科 コース 
動物園・水族館・ドッグ 

インストラクターコース 学 年 ２年 

担当教員 

改井宣隆 

実務経験教員（ 有 ・ 無 ） 

実務経験内容 

開講時期 
前期・後期・通年・特別講義・その他 授業コマ数 62時間 

必 須 ・ 選 択 ・ 選択必須 単 位 数 2単位 

使 用 

テキスト１ 

書 名  

著 者  

出版社  

使 用 

テキスト２ 

書 名  

著 者  

出版社  

参考図書  

授業形態 講義 ・ 演習 ・ 実習 

＜授業の目的・目標＞ 

動物飼育実習Ⅰ、Ⅱの中で学んだ動物の健康管理について学ぶ。動物達の健康チェックやお手

入れなどをメインで行い動物の異常に気づくことが出来るようになる。 

＜授業の概要・授業方針＞ 

動物飼育実習で学んだことを活かしながら、動物の健康チェックやお手入れ方法を身につけ

る。また、全体を見渡すことができるようになる。 

クラス内で協力しあいながら、コミュニケーション力を身につけ、動物、そして飼い主さん

への説明力も身につける。 

 

＜成績基準・評価基準＞ 

別紙「動物健康管理学実習評価表学習成果指標」参照 

＜使用問題集・注意事項＞ 

 

＜関連科目他＞ 
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授業科目名 動物健康管理学実習 

２H/回 授 業 内 容 備 考 

1 学校飼育動物のお世話  

2 学校飼育動物のお世話  

3 学校飼育動物のお世話  

4 学校飼育動物のお世話  

5 学校飼育動物のお世話  

6 学校飼育動物のお世話  

7 学校飼育動物のお世話  

8 学校飼育動物のお世話  

9 学校飼育動物のお世話  

10 学校飼育動物のお世話  

11 学校飼育動物のお世話  

12 学校飼育動物のお世話  

13 学校飼育動物のお世話  

14 学校飼育動物のお世話  

15 学校飼育動物のお世話  

16 学校飼育動物のお世話  

17 学校飼育動物のお世話  

18 学校飼育動物のお世話  

19 学校飼育動物のお世話  

20 学校飼育動物のお世話  

21 学校飼育動物のお世話  

22 学校飼育動物のお世話  

23 学校飼育動物のお世話  

24 学校飼育動物のお世話  

25 学校飼育動物のお世話  

26 学校飼育動物のお世話  

27 学校飼育動物のお世話  

28 学校飼育動物のお世話  

29 学校飼育動物のお世話  

30 学校飼育動物のお世話  

31 学校飼育動物のお世話  

 



別紙【「動物健康管理学実習」学習成果指標】
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動物の健康管理についてレポー
ト

健康チェックの方法やお手入れ方法を個別
性をふまえながらレポートにまとめる

健康チェックの方法やお手入
れ方法を個別性をふまえなが
ら細かく丁寧に全てまとめてい
る。注意点や工夫している点な
ども全て細かく記入できてい
る。

健康チェックの方法やお手
入れ方法を細かく丁寧に全
てまとめられているが、工
夫点などはあまり記入され
ていない。

健康チェックの方法やお手
入れ方法をが足りない、ま
たは間違えている部分が
ある。

レポートを提出していない。

自己評価の内容

実習を振り返り、身だしなみ、実習目標の達
成、実習内容の理解、積極的な取り組みな
どについて、客観的な自己評価を行ってい
る。

自己評価が客観的で正しく
行われており、担当教員に
よる評価と相違ない。

自己評価は正しく行われて
いるが、担当教員による評
価とやや相違がある。

自己評価がやや主観的で
ある。

実習後の自己評価はいつ
も同じで、担当教員による
評価と大きく離れている。

専門実践技能 動物種に合った飼育方法
動物種に合った正しい飼育方法を行い、時
間内に終了できる。

動物種に合った飼育方法
を行い、更に良い飼育方法
を模索し、環境づくりに取り
組んでいる。また、時間内
に終了し、他の動物達の飼
育にも積極的に参加してい

動物種に合った正しい飼育
方法を行っている。また、
時間内に作業内容を終了
している。

動物種を考えず、決められ
た作業のみ行っている。ま
た、時間内に終わらないこ
ともある。

決められた作業を行わず、
動物に危険が伴う。また、
時間内に終わらない。

対人技能 実習中の態度、身だしなみ

実習中は教員の指導を素直に聞き、実践で
きる。教員や他の学生に対する言葉遣いも
適切で、実習にふさわしい身だしなみがで
きている。

実習中に指導されたことは
素直に実践し、態度・言動
が適切である。常に実習に
ふさわしい身だしなみがで
きている。

指導されたことは素直に実
践している。

教員の指示どおりに行わな
い面があり、言動面も指導
を要する。

教員の指導を素直に聞か
ず、反抗的な態度をとるこ
とがある。また、実習着を
忘れたり、身だしなみも不
適切である。

分析技能 レポートの提出状況、内容

実習後のレポートに、実践した内容だけで
なく反省や改善点、問題点がわかりやすく
まとめられている。また、期限に遅れること
なく提出できる。

実習で実践した内容が細かく
丁寧にまとめられており、今後
の自分の課題が分析されたレ
ポートである。毎回、遅れるこ
となく提出している。

レポートの内容はわかりや
すいが、提出期限に遅れる
ことがある。

レポートの内容や今後の課
題がやや不明瞭である。期
限に遅れることが多いが、
提出はされている。

レポートをほとんど提出し
ない。

管理・指導技
能

積極性
様々なことに興味を持ち、意欲的、積極的
に実習に取り組んでいる。また、わからない
学生にも優しく教えることができる。

積極的に実習に取り組み、疑
問に思ったことはすぐに質問し
解決につなげることができてい
る。また、他の学生にも優しく
教えることができる。

真面目に取り組んではいるが、
積極的に動けない面がある。
学生同士で教える際は、丁寧
に説明できている。

やや受け身の態度で実習に取
り組んでいる。他の学生への
説明もやや不足している。

実習中は常に受け身で、自分
から実践しようとしない。うまく
できないことがあっても、自ら
練習しようとしない。

責任感、行動力
動物看護師になることを目標として、責任感
をもって実習に取り組み、どのように自己研
鑽に取り組むかを明確にしている。

言われたことは最後まで責任
を持ってやり遂げ、動物看護師
になることを目標として、自己
の成長を意識しながら、自分で
考え行動できている。

動物看護師になることを目標と
して、自分で考えて行動しよう
とする姿勢は見られる。

動物看護師になることを目標と
はしているが、自分の考えで行
動できないことがある。

自己の職業観が曖昧なため、
責任感や自律性に欠けた行動
が頻繁にみられる。

職業倫理の理解
職業人として社会的なマナーや言動を意識
しながら行動できる。

動物看護の倫理綱領を意識し
ながら、実習における目的・目
標を念頭に、社会的・職業的倫
理に対して関心を持って取り組
んでいる。

一般的な社会的・職業的倫理
は理解できている。

社会人になるという意識はある
が、社会的・職業的倫理に対し
ての関心が低いため、やや理
解不足である。

社会人になるという意識が低
く、社会的・職業的倫理に対し
ての関心が低い。

自律性と責任感

倫理観とプロ意識

※評価方法
上記８項目の基準の合計点数により、以下のように評価する。
合計32点満点中　25～32点が優、22～24点が良、19～21点が可、18点以下が不可
不可の場合は、著しく評価が低い項目に合わせた課題を与え、提出されたその内容が適切な場合は可の評価を与える。

評価要素項目 実習目標
学習成果評価基準

知識と理解

汎用的技能

職
務
上
の
技
能


